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は じめ に

本 稿 は、 筆 者 が2011年6月 に訪 問見 学 させ て いた だ い た 、 ア メ リカ ・ニ ュー ヨー ク州 にあ るル

ネ サ ンス ・チ ャv-一一タ ー ス クー ル(RenaissanceCharterSchool:以 下 、RCSと 記 す)に つ い て

の見 学 記 で あ る。 ま ず 最 初 に 、RCSを 訪 問 す る に至 った 経 緯 に つ い て簡 単 に述 べ た い 。 筆者 は

(1)本 稿で の 「創価教育」 の用語 は、創価 の名 を冠 した一貫教育機 関で行われ る教育の ことで はな く、牧 口

常三郎の 『創価教育学体系』 に記 されてい る 「価値 を創造す る教育」 を広義 として用い る。

HirokoTomioka(創 価 教 育研 究所 講 師)
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「ニューヨークに牧 口先生(創 価学会初代会長牧 口常三郎。以下、牧口と記す)の 教育理念を実

践する学校があるらしい」とい う話 を数年前から聞いてお り、機会があれば訪問 してみたいと興

味を抱いていた。今回、カナダでの学会発表で出張する折に、ニューヨークを経由することがわ

か り、可能であればぜひRCSを 訪問したいと考えるに至った。そこで、本研究所の客員研究員

をしていたシカゴのデ ・ポール大学のジェイソン ・グーラー博士を通して、RCSの 設立から中

心人物として携わり、1993年 から2007年 まで校長職を務めたモンテ ・ジョフィー博士を紹介いた

だ くことになった。ジョフィー博士とは渡米まで数回にわたって電子メールでのや りとりを通 し

て、お互いの研究 トピックについて意見を交わし合 うことができた。特に筆者の研究テーマのひ

とっが 「海外における創価教育の理念と実践」となっていることに興味を示 してくれたようで、

RCSの 訪問見学の依頼についても、快く承諾をして くれた。

本 稿 は以 下 の 流 れ で進 め てい きた い 。 まず 、 そ もそ もチ ャ ー タ ー ス ク ール とは どの よ うな 学校

か につ い て 、 ア メ リカ の教 育 制 度 に お け る位 置 づ け につ い て概 観 す る。 簡 潔 に述 べ る と、 チ ャ ー

ター ス クー ル とは公 立 学校 で あ りな が ら も、 学校 ご とに私 立 の よ うな 特色 を打 ち出 す こ とが で き

る とい うメ リ ッ トが あ る選 択 制 の 学校 で あ る。 そ の うえで 、RCSが 設 立 され た 背 景 に っ い て 、

ジ ョフ ィー博 士 らの論 文 を通 して 明 らか に す る。RCSの 教 育理 念 や ス クー ル モ ッ トー 、 ま た ど

の よ うな児 童 生 徒 が在 籍 してい るの か につ い て もふ れ た い 。 次 に 、 実 際 にRCSを 訪 問 見 学 した

とき の様 子 に つ い て 、 現 地 で撮 影 した 写真 を 交 え な が ら紹 介 して い き た い。 大 きな ビル ー棟 が 学

校 とい う形 の 、 目本 で は あ ま り見 る こ との で き な い様 式 で は あ っ た が 、 さま ざま な スペ ー ス を 効

果 的 に 用 い て い る様 子 が 伺 え る だ ろ う。 校 内 に は 、 随 所 に 「DevelopingLeadersforThe

RenaissanceofNewYork」 の た れ ま くが掲 げ て あ り、『NYの ル ネ サ ンス の リー ダー た れ 』 とい う

ス クー ル モ ッ トー が 打 ち 出 され て い た 。 最 後 に 、RCS校 長 の ゴー テ ィ エ先 生 へ の イ ン タ ビ ュー

や ジ ョフ ィー 博 士 との 対話 を通 して 見 えて きた もの 、す な わ ちア メ リカ とい う社 会 文化 的 文脈 に

お け る創 価 教 育 の 実 践 的側 面 につ い て 考 察 す る。

1.RCS(ル ネサ ンス ・チャー タースクール)に ついて

① アメリカの教育行政におけるチャータースクールの位置づけ

チャータースクールとは、1991年 にアメリカで導入 された教育制度の一つで、いわゆる選択制

の独立した公立学校のことをさす(2)。 数年単位で教育成果や活動が査定され、そこに一定の成

果をあげる責任は求められるが、それ以外の諸規則には各学校の自由裁量が認められるのが特徴

であり、学校 ごとに様々な特色やアピールポイン トを掲げている。「チャーター」とは目本語では

「認可状」のことであ り、学校を立ち上げて運営する主体と、そ うした学校を認可 し、監査する

(2)チ ェ ス ター ・E・ フ ィ ンJr ,、 ブル ー ノ ・V・ マ ン ノ、 グ レ ッ グ ・バ ネ リッ ク

タ ー ス クー ル の 胎 動一 新 しい公 教 育 を め ざ して 』、2001年 、 青 木 書 店 。

高野良一監訳 『チ ャー
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公共団体との間で交わされる契約のことを意味する。鵜浦(2001)は 、チャータースクールの基

本概念にっいて、従来の公立学校 との違いに着 目して以下の9つ の特徴をあげている。

1,学 校は複数の当事者によって組織、所有、運営される。

2,組 織者はチャーターのために二つ以上の公共機関に申請できる。

3.学 校は法人格をもつ。

4,学 校は公立である。っまり、非宗教的、授業料なし、入学者を選抜 しない、厚生 ・安

全にかんする方にしたがう。

5,学 校は生徒の学業成績に責任を負 う。その目的を達成できなければ、チャーターを失

う。

6,学 校は制度上、運営上の慣習から自由である。

7.学 校は選択される学校である。いかなる生徒 も入学を強制されない。

8,州 は学校予算の正当な部分を生徒の学区からチャータースクールへ委譲す る。

9.新 しい学校の設計に参加する場合、教員は恩給の権利を残 したまま本務校から出校許

可を受ける(3)。

このようにチャータースクールは、入学を望むすべての子 どもに人種、宗教、学力に関わりな

く門戸を開き、税金で運営されている点(授 業料は取らない)で は公立学校 と変わらないが、カ

リキュラムを含む教育内容 ・授業スタイル ・指導方法 ・教職員 ・予算 ・学事の計画や予定などの

領域で広範な裁量権を持っことができるとい う点では、私立学校の長所を兼ね備えている。つま

り、公立校の精神 と民主主義的な価値観を保持 しながら、私立学校の柔軟性を併せ持つという点

で魅力的な学校 といえるのである。

チャータースクールの認可者は通常、州ない しは地方の教育委員会であり、いくつかの州では

公立大学もチャーターを発行する権限を持つ。契約期間は一般には5年間であり、その期間内にチ

ャータースクール設立時の応募書類に記載 された 「期待 される教育成果(学 業成績や出席率 ・卒

業率、希望入学者数など)」を達成 していれば契約は更新されるが、もし達成 していない場合、閉

鎖される場合もありうる。

チャータースクールの中には、いくっかのユニークな特色をもった学校が見られるので、その

ういちのいくっかを例として紹介 したい。た とえば、学習障害児の母親たちが創設メンバーに加

わったチャータースクール(4)で は、クラスの定員数 を少なくして、教師の目が一人ひ とりの生

徒にできるだけ行きわたるように工夫をしている。また、生徒の学習スタイルの得意 ・不得意分

野や身体の五感の発達状況をふまえたうえで、一人一人の生徒が自分に合った学習方法を選択す

ることができる。 さらに、子 どもへの心理的なサポー トに関する知識や理解を促すための心理学

(3)鵜 浦 裕 『チ ャー タ ー ・ス ク ール ーア メ リカ 公 教 育 にお け る独 立 運 動 一 』
、2001年 勤 草 書 房 、12-13頁 。

(4)鵜 浦裕 『チ ャー ター ・ス ク ール ー ア メ リカ 公 教 育 に お け る独 立 運 動 一 』、103頁 。
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コースを開講 し、父母も関連のワークショップに参加できるなど、保護者を巻き込んだ活動を展

開している。また、犯罪者更生のためのNPO法 人が開校 したチャータースクール(5)で は、未

成年裁判システムで有罪判決を受けた、あるいは受ける可能性のある高校生を対象 としている。

さらに、私立大学と提携するチャータースクー

ル(6)も あり、そこでは大学の学生がメンターやチューターとして同校の高校生を教えたり、高

校生は大学の一部の授業を聴講 したり、大学の図書館施設やコンピュータ設備を利用できるなど、

「高大一貫」を一つのアピールポイン トにしている。保護者は各チャータースクールの特徴を見

ながら、わが子をどの学校に入れるか選択することができる。 しかし、新 しいチャータースクー

ルの場合、実績を持たないため、そこに入学 させるということは親にとっても一っの賭けであ り、

大きなリスクを伴 うともいえよう。

②RCS設 立 の経 緯

上 記 に述 べ た よ うに 、チ ャー ター ス ク ール は 、教 育 方針 や カ リキ ュ ラ ム な どを比 較 的 自由 に設

計 で き る とい う特徴 を持 っ が 、 州 か ら補 助 金 を も ら うまで に選 考 が あ る。 また 、 外 部機 関 か ら教

育 成 果(生 徒 の 学 力 な ど)を 評 価 され て 、 契約 期 間 内 に一 定 の成 果 を あ げ て いな けれ ば 閉 校 に な

る こ とも あ る。そ の よ うな 中 で 、RCSは どの よ うに して設 立 ま で 至 る こ とが で きた のだ ろ うか 。

今 回 の 見学 に お い て 、 現 地 で の コー デ ィネ ー ター を務 め て くれ た モ ンテ ・ジ ョフ ィー(Monte

Joffee)博 士 はニ ュー ヨー ク州 のル ネ サ ンス ・チ ャ ー ター ス クー ル(RCS)創 設 者 の 中心 的 メ

ンバ ー で 、開 校 後15年 間 に わた り校 長 を務 め た 人 物 で あ る。 彼 がRCSを 設 立 した 経 緯 につ い て

は ジ ェイ ソン ・グー ラー 氏 とア ン ドリュー ・ゲ バv-一一・ト氏 との共 著 論 文 に掲 載 され て い る(Joffee,

Goular,&Gebart,2009)(7)o

ジ ョフ ィー 博 士 は、 牧 口の教 育 思 想 を公 教 育 の 場 面 に おい て実 践 的 に応 用す る こ とを志 向 して

い た。そ の 頃 、「公 立 学校 へ の新 しい ビジ ョ ン」 とい う名 の ニ ュー ヨー ク市 の 教育 改 革 の コン ソー

シ ア ム に お い て新 しい学 校 の提 案 書 の募 集 が あ り、彼 は 同僚 の 教 師 た ち と とも にプ ロポ ー ザ ル(学

校 設 立 の提 案 書)を 提 出す る こ とに した。 彼 の一 つ の 理想 は 、牧 口の価 値創 造 の教 育(日 本 語 で

「創 価 教 育 」)を実現 させ る こ とで あ っ た が 、そ の 時 点 で は 、ジ ョフ ィー博 士 以 外 の 誰 も牧 口の 『創

価 教 育 学 体 系 』 の英 語 版(8)(Bethel,!989)さ え読 ん だ こ との ない 状 態 で あっ た 。 同 僚 とべ セ

ル 氏 の 著 作(9)を 読 み 合 い な が ら牧 口に つ い て 学 ん で い く 中で 、 子 ど もに とっ て価 値 とは何 か 、

(5)鵜 浦 裕 『チ ャ ー タ ー ・ス ク ー ル ー ア メ リ カ 公 教 育 に お け る 独 立 運 動 一 』
、127頁 。

(6)鵜 浦 裕 『チ ャ ー タ ー ・ス ク ー ル ー ア メ リ カ 公 教 育 に お け る 独 立 運 動 一 』
、153頁 。

(7)JQffee
,M.,Goulah,J,,&GebertA.(2009),PracticalImplementationofSolcaEducation:ADialogue

WithMonteJoffeeEducatゴonalStudiθs,45,181-192.

(8)Bethel
,D.M.,ed.(1989),」E.duc∂tio/tfbTCrθatゴvθLゴving:fdθasandProρos∂lsofTsunθsaburo

ガfalfi8uchi.Ames:IowaStateUniversityPress.

(9)Bethel
,D.M.(1973),Alalfiguchithθ 吻1召 θCrθ ∂tor:7～ θTiolutゴon∂rJ「faPanθsθffducator∂ndFoultdθr

ofSol乱aGa/flcaゴ.Tokyo:Weatherhi!l,
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教 師 は ど うす べ きか 、 とい う議 論 に な り、 「教 育 とは子 どもが よ りよい人 間、 よ り賢 い 人 間 、す な

わ ち人 生 にお い て 価 値 を創 造 し うる人 間 に な るの を援 助 す る営 み で あ る」 こ と、 ま た 「子 ど もた

ち一 人 一 人 に 自身 が 価値 あ る人 間で あ る こ とを感 じ させ て い くの が教 師 の役 割 で あ る」 とい う結

論 に至 った 。

ジ ョフ ィー 博 士 た ちは 、学 校 の骨 格 とな る教 育 理念 にっ い て討 議 を重 ね た。 彼 らは牧 口が地 理

学 者 で あ り、 地 域 社 会(コ ミュニ テ ィ ー)と 連 携 した 学習 を重 視 して い る こ とに着 目 し、そ の観

点 を プ ロポ ー ザ ル に入 れ て い く こ とに した 。 さ らに 、 現 在 で は広 く使 用 され て い る 人 道 的 教 育

(humanisticeducation)と い う概 念 と 「価 値創 造 の教 育(value-creatingeducation)」 とを き

ち ん と体 系 づ けて と らえ る こ とを め ざ した 。 あ る とき 、一 人 の教 員 が 池 田大作 の著 作 で あ る小 説

『人 間革 命 』 か らの 一節 を 引用 した 。 この 本 は 、 冒頭 に 「一 人 の人 問 に お け る偉 大 な る人 間革 命

はや がて 一 国 の 宿命 転換 を もな し とげ、さ らに 全 人類 の宿 命 の転 換 を も可 能 にす る」(10)と い う主

題 が記 され て い るが 、こ の言 葉 が彼 らを 触発 した。『社 会 を変 革 し うる リー ダー を育 成 す る学 校 を

作 りた い 』 とい う思 い が 強 くな っ て き た の で あ る。 そ して 、 ス クー ル モ ッ トー を 『Developing

LθadersforTheRenaissanceofNewYork(ニ ュー一ヨー クの ル ネ サ ン ス の リー ダ ー の 育 成)』 と掲

げ 、学 校 名 もそ の モ ッ トー か ら取 って 「ル ネ サ ンス ・ス クー ル 」 と した の で あ る。

ジ ョフ ィー 博 士 た ちは 学校 設 立 の プ ロポ ー ザ ル に牧 口の教 育 理 念 を入 れ る こ とに な っ た。 つ ま

り、 こ の学 校 の ゴー ル は 自分 で 価 値 を創 造 で き る人材 を育 成 す る こ と、 そ してそ の よ うな人 材 が

将 来 的 に は活 気 あふ れ る新 世 紀 を先 導 す る リー ダ ー とな っ てい くで あ ろ うこ とを記 した。1991年

の4月 にプ ロポ ー ザ ル を提 出 し、他 に 申請 の あ っ た300も の プ ロ ポー ザ ル の 中 か ら40チ ー ム が面 接

へ と進 む こ とが で きた。 そ して 、 ジ ョフ ィー博 士 た ち のチ ー ム は学 校 開設 の許 可 を得 る こ との で

き た最 終 的 な16の 学校 の うちの1つ に選 ば れ た 。 こ うした経 緯 を経 て 、1993年 に晴 れ てRCSを

開校 す る こ とが で きた の で あ る。そ の後 チ ャ・一ター ス クー ル と して の 実績 を積 み あ げ な が ら、2000

年 、2005年 、2010年 とそ の十 分 な 教 育 成 果 が 評 価 され 、現 在 も5年 ご との契 約 更 新 を続 け てい る。

③RCSの 教 育 理 念 ・ス ク ー ル モ ッ トー

で は次 に、RCSの 教 育 理 念 につ い て み て い き た い。 上 記 に述 べ た よ うに 、ス クー ル モ ッ トー

は 『DevelopingLeadersforTheRenaissanceofNewYork(ニ ュー ヨー ク のル ネ サ ン ス の リー ダ

ー の育 成)』 とな っ て い る。そ の 基盤 と して 、人 間教 育 、価 値 創 造 の 教 育 とい う概 念 が あ る。現 校

長 の ステ イ シー ・ゴー テ ィエ 氏 は 、 この 文 脈 に お け るル ネ サ ンス の 意 味 につ いて 、 「能 力 が あ り、

説 得 力 の あ る理 性 的 な人 間 で、 よ き市 民 と して の責 任 を全 うし、 ニ ュー ヨー クの ル ネ サ ンス(文

芸 復 興)に 貢 献 し うる生涯 学習 者(1ife-longlearner)で あ る」(11)と 語 って お り、 「我 々 が 育 成

しよ う と して い るの は 、 よ りよい 人 材 、 よ り賢 い人 材 、つ ま り人 生 に お け る価 値 を 自身 で 創 造 し

(10)池 田 大 作 『人 間 革 命 』 第 一 巻
、!965年 、 聖 教 新 聞 社 、 「は じ め に 」3頁 。

(11)RCSのHPを 参 照(http://svsvxv
.renaissancecharter,org/about/message)。
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うる人材のことです」と述べている。この、生涯にわたって学び続ける生涯学習者とい う観点は、

牧口の 「人生の目的は幸福、すなわち生涯を通 しての幸福であり、教育もそれに寄与すべきであ

る」(12)という理念に基づ くものであると考えることができよう。

④ カリキュラムの特色

ジョフィー博士は、RCSの 特徴 として以下の4点 をあげている。1点 目は 「地域社会の学習」

であり、これは牧rlの人生地理学の理念を応用 したものとみることができる。『ニュー ヨーク市お

よびニューヨーク州についての学習』はRCSの 中心的カリキュラムの一つとなっている。その

カリキュラムでは、数学、科学、言語科 目や社会科学系の科 目も、「ニューヨークの地理、歴史、

経済、文化や人々についての学習」に関連付けて学ぶことができる。生徒は、自分たちの住むニ

ューヨーク市についてよりよく知ることで、自分のルーツや文化的 ・社会的なバックグラウン ド

を知 り、またどのように自分たちがより広い世界とつながっているかについての知識 と理解を深

めることができる。

2点 目は 「保護者 との協力関係」であるが、これも牧口のい う地域社会 との連携の重視の観点

とも関連するといえる。RCSは 学校運営にあたり、地域社会や保護者の意見を取 り入れ、常に

子どもの状況を保護者に伝える体制をとり、連携を密にしている。つまり、校長や教育委員会主

導の トップダウン式の学校経営 とい うよりは、保護者たちとの連携 ・協力関係を基盤にしたボ ト

ム ・アップ式の経営方式をとっているのである。チャータースクール自体が、保護者 らの要望に

よって設立される背景があることを考えると、これ も当然のことといえよう。

3点 目は 「ティームティーチングやルーピングを基盤にした教育」である。ティームティーチ

ングとは複数の教員が協力して1つ 、もしくは複数のクラスの授業を担当することである。 リー

ダーの教師を中心 として、何人かの教師が協力 し合いながら、それぞれの得意分野や持ち味を生

かすことで、一人の教師では対応が困難であった多様なニーズを持つ子 どもたちの教育支援を可

能にする画期的な指導方法の一つである。RCSで は、教科に応 じて各教師の個性や能力を活か

したティームティーチングを行っている。ルーピングとは、一人の教員が2年 もしくは3年 にわ

た り、同じ生徒の学級担任になることであり、一定期間継続 して子どもの成長 ・発達を見ること

で、児童生徒の教育支援を効果的に行 うことができる体制のことである(こ れは日本の公立小学

校でもクラス替えは2年 に一度なので、同じシステムといえるであろう。)。

4点 目は、「キー1/ッ スン」である。これはRCSを 特徴づける授業カ リキュラムのことである

が、その核となる理念については、一部牧口の思想が取 り入れ られている。一つは 「プラグマテ

ィズム(pragmatism)」 であり、「保護者の意見の組み込み(incorporatingthevoicesofparents)」

(12)牧口常三郎 『牧 口常三郎全集 第五巻

目的論 」を参照。

創価 教育学 体系(上)』 、1982年 、第三文明社。 「第二篇 教育
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NYの ル ネ サ ン ス ・チ ャv-・一・ター ス クー ル を訪 問 して

や 「協 同 と民 主 主 義 に 対 す る よ り複 雑 な 理 解(amorecomplexunderstandingofcollaboration

anddθmocracy)」 「人 間 の(人 生 に お け る)仕 事 と親 切 心 の 重 要 性(theimportanceofhuman

ehgagementandkindness)」 「多 様 性 の 尊 重(respectofdiversity)」(13)な ど が 見 ら れ る 。 こ れ

らの 基 本 概 念 を ふ ま え た うえ で 、 独 自 の カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 ・実 践 して い る。

⑤ 在 校 生 の プ ロフ ァ イル ・教 育 成 果

次 に 、RCSの プuフ ァイ ル につ い て紹 介 す る。RCSは ニ ュー ヨー ク州 の ラ ・ガ ー デ ィア 空

港 の 近 くの ジ ャ ク ソンハ イ ツ(JacksonHeights)と い う町 に あ り、い わ ゆ る1(-12(幼 稚 園 か ら12

年 生 ま で)に あ た る児 童 生 徒 の 教 育 を お こ な っ てい る。在 籍 児 童 生 徒 の総 数 は537人 とな っ てい る

(201!年4月 時)。

在 校 生 の人 種 的背 景 は さま ざま で あ り、 多 い順 に あ げ る と ヒス パ ニ ック 系 が43.1%、 ア フ リカ

ン ・ア メ リカ ンが19.8%、 ホ ワイ トが19,4%、 ア ジ ア系 が17.2%、 そ の 他(混 血0.2%、 ネ イ テ

ィブ ・ア メ リカ ン0.4%)と な っ て い る(14)。 ア メ リカ にお け る多数 派 で あ る 白人 生 徒 が2割 弱 で

あ る こ とを 見 る と、 い わ ゆ る人 種 的 マ イ ノ リテ ィ に門 戸 を 開 い て い る学校 と考 え られ る。 この よ

うに 、 さま ざま な人 種 的背 景 を持 つ 生徒 が入 学 して い る こ とか ら、RCS自 体 が 多 様iな民 族 、 才

能 、 能力 を持 つ 人 々 を受 け入 れ る 「人 種 の るつ ぼ」 で あ るニ ュ ー ヨー ク の一 つ の 縮 図 を示 して い

る とい え よ う。 彼 らの多 くは近 隣 の ノー ス ・コ ロナ 、 ア ス トリア や ロン グ ・アイ ラ ン ドシ テ ィを

含 む ク イ ー ン ズ群 か ら通 学 して い る。

RCSの あ る ジ ャ ク ソ ン ・ハ イ ツ は 、お も にイ ン ドか らの移 民 を含 むマ イ ノ リテ ィが 多 く住 む

地域 で 、社 会 経 済 的地 位 は あま り高 くは ない 。 そ れ に も関 わ らず 、RCSの 在 校 生 は 学校 へ の 出

席 率 、卒 業 率 お よび 標 準 テ ス トの結 果 にお い て 、 周 辺 地域 の 学校 よ りも平 均 的 に 高 い パ フ ォ ー マ

ン ス を示 して い る。 こ こ数 年 、 出席 率 は93%以 上 を維 持 して い る。RCSに は大 学 進 学希 望者 の

た め のexemplarycollegeboundprogramが あ り、 こ こで 生徒 は 学力 だ け で な く リー ダ ー シ ップ を

身 に つ け る トレー ニ ン グ を行 う。そ の成 果 と して 、2005年 以 降 、毎年 の卒 業 率 は92～97%で あ り、

この2年 間 は ほぼ100%の 卒 業 生 が 、 ニ ュー ヨー ク大 学 や トリニ テ ィ ・カ レッ ジを は じめ と した大

学 に合 格 して い る。2009年 には3～8年 生 の うち91,7%が 英 語 の 、 そ して96,7%が 数 学 の標 準 テ

ス トの ス コア が 全 国 の 平 均 的 水 準 を超 えた(15)。 以 上 の よ うに、RCSは 開校 以 来 、 独 自の カ リ

キ ュ ラ ム を展 開す るだ けで な く、在 校 生 の 学 力 向上 や 大学 進 学 率 に お いて も十 分 な教 育 成 果 を上

げ て い る とい え る。

(13)Joffee
,M.,Goulah,J,,&GebertA,(2009),PracticalImplementationofSolfaEducation:ADialogue

WithMonteJoffee,P,185,

(14)RCSのHPを 参 照(http://iviviv
.renaissancecharter,org/about/overview)。

(15>RCSのHPを 参 照(http://wrviv
,renaissancecharter,org/about/distinctions)。
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2.RCS見 学記

それでは、実際にRCSを 見学 したときの様子についてみていきたい。今回の訪問の経緯でも

ふれたように、筆者は創価教育の概念や牧口先生の教育理念がRCSに おいてどのように反映さ

れているのかに興味があ り、訪問を楽 しみにしていた。そして、晴れて6月22日 、ニューヨーク

州のRCSを 見学する機会に恵まれた。ニューアーク空港にはモンテ ・ジョフィー博士が迎えに

来てくださり、車で学校へ向かった。

学校では、まず入口でパスポー トやクレジットカー ド等のID提示を求められた。 日本 とは全く

異なるこのシステムに驚いたが、周囲の治安 も考慮 してのことだそ うで、子 どもたちの安全を守

るためのセキュリティがしっか りしていると感 じた。次に職員室へ通していただき、先生方にご

挨拶をした。そこで、校長先生にもお会いすることができた。

① 校内の設備(教 室 ・特別教室 ・校内放送スタジオ ・体育館 ・カフェテリア ・廊下のフリー

スペース ・遊具等)

次に、各学年の教室を見せていた

だくことになった。これは小学校低

学年の教室前の写真だだ、各教室は

窓がついており、内側を伺 うことが

できるようになっている。教室前の

壁には、木製の積み木を置 く棚があ

った。 瀬嚇
教室の中は丸い机 といすが並べら

れており、日本の教室風景とは大き

く異なると感 じた。

灘
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NYの ルネサ ンス ・チ ャー タースクール を訪 問 して

写真を見てもわかるとお り、プレ

イルームが室内にあるのに驚いた。

とい うのも、この学校には校庭が存

在 しないため、室内で遊ぶか、ビル

の屋上を使 うしかないということで

あった(屋 上も安全上の問題がある

ため、見学時は草花の栽培に使用 し

ているだけであった。)

一

睡 傷
賑

騨

''"1

》

鉱
"燵

監
＼
冤

ー

＼

悔

.

廊下の掲示物 とフリースペース。

休み時間で、子 どもたちが思い思い

に動いている。廊下も広い。建物一

棟すべてが学校のため、室内を広く

使っている。逆に、外 に出られない

のは、屋外の遊びをしたい盛 りの時

期であるだろうに、少 しかわいそ う

に感 じた。だが、治安も問題 もある

だろうし、ニューヨーク州の法律で定められているそ うである。休み時間は、外で遊ぶ代わりに、

廊下で遊んだ り、体育館でバスケットをしていた。

これは、小学校4年 生の教室。教室内の本棚にいくつも地

球儀があった。色々な種類の地球儀が並べてあ り、地理の授

業にカを入れていることが感 じられる。
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これ は 、広 い廊 下 を使 っ て、 パ ソ コ

ン を並 べ て い る様 子 。 椅 子 もお い て 、

廊 下 をPCス ペ ー ス に して い る。

辮

次は、子どもたちのカフェテ リアに

行く。子どもの人数が多いため、時間

で区切って3回 くらいに分けて食事を

しているそ うだ。

犠"傷灘饗難蕪
そ'ぱ

㍉荻

轟1

羅 霧 簿

懸 魏螺 ぞ響 攣簾

これは・カフェテリアの壁面に描か 繍謙1灘 鰯 懸

れた絵である。9,11の グランドゼロか

ら光のタワーが出ている象徴的な絵だ

った。RCSの 一つの特徴 として、 ビ

ルの中の教室のため、窓の数が極端に

少ない。このカフェテリアも窓がまっ

たくないため、壁面には生徒の絵が描

かれていた。

騰獺鞍驚鱒鍵
V

胴継
輪講蠣

これは校内の廊下のスペース。上記

のカフェテリアと同じように生徒の描

いた壁画である。色彩が豊かでかなり

前衛的な感 じで、MOMA(NY近 代美術館)

にあるよ うな絵だった。

鰍
鑛 務

難.

難
雛
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これ も廊 下 の壁 一 面 の 絵 で あ り、

コ ロ ン ビア大 学 の絵 が描 い て あ る。

こ こ は 「LearningCenter」 とな っ て

お り、休 み 時 間 や 放課 後 の子 ど もた

ち の 自習 に使 え る よ うに 、机 とい す

が 置 い て あ るス ペ ー ス で あ る。 この

絵 が 描 か れ た 当 時 、校 長 だ った ジ ョ

ブ イー博 士(彼 は 同大 学 出 身 で あ る)

難

もガウンを着てひそかに絵の中に描かれていたのが微笑ましかった。

次に、特別教室に案内 していただ

いた。これは音楽室であるが、何 と

本格的な録音ができるスタジオもあ

った。 ドラムセ ットやシンセサイザ

ー、パソコンなどもあ り、スピーカ

ーやアンプもいいものをそろえてあ

るらしい。

校内放送ができるスタジオもある。

もともとはデパー トであったため、

校内放送の設備は整っており、昼休

みに高校生がDJを やって音楽をか

けた りするそうである。
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これは美術教室の様子。キャンバ

スや画集があり、壁面には人物画が

掲示 されている。

琶

② 授業風景(幼 稚園児 ・中学生 ・高校生)

ちょうど見学中に、高校生がスペ

イン語の試験をしている教室があっ

た。 これがその様子である。試験 と

しても小テス トのようなもので、終

わった生徒は立ち歩いている場面も

あった。

次に、プレスクールの授業を少し

見学させてもらった。先生の話 し方

や授業の進め方を見ていて、子ども

たちへの指示の出し方が興味深いと

感じた。 クラス全体を静かにすると

きにも、ただ教師が大声で 「静かに

しなさい」などと指示を出すのでは

なく、子どもたちに目を閉じさせる

鰯 づ ・

だ けで 、か な りお とな し くな る こ とが わ か っ た。写 真 を見 る と(小 さい の で 判別 しに くい が)、 白

人 、 ア フ リカ 系 ア メ リカ人 、 ラテ ン系 ア メ リカ 人 、 ア ジ ア系 ア メ リカ人 な どさま ざま な人 種 の 子

どもた ちが い る こ とが わ か る。
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③

次に、展示をいくつか紹介する。

中心的なカリキュラムの一つである、

地域研究や地理に関する展示が多く

見 られた。これは小学校 中学年の教

室内の展示。世界の大陸がパズルの

ようにバラバラに貼ってあり、そこ

に国名などが書いてある。

使用教科書や教室および校内の展示

これも小学校の教室内の展示。世

界地図に色が塗 られていた。子 ども

たちがっくった地図なのだろうか。

大陸別に色分けして貼ってあり、そ

れ らの国々を勉強 している様子が う

かがえた。

熱帯雨林について、自分の意見と

工1三顯 簾鷺ζ臨 重 搬 壼

麟難遡 灘
で

ろ1)」 と書 く子 もい て 、子 ど もに よ1

っ て 主 張や 意 見 が違 って い て 、 読 ん で い て面 白 か った 。

轡 磯欝 〆 鴨
ち

1楠 編 編

瓢

潤

勢 捲、 弩
　渕

諺

これは、おそらく世界の川につい

てのプロジェク ト学習の成果の一つ

であろう。この場合はロシアのアン

ガラ川についての説明が地図ととも

に書いてあった。
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『GlobalHistoryandGeography』

とい う教 科 書 が見 られ た 。RCSの

教 育 目的 の一 つ は、地 球 市 民(Gl・bal

citizen)の 育成 に も あ る とい うこ と

か ら、世 界 の歴 史 と地 理 を学 ぶ こ と

が 重視 され て い る よ うで あ る。

廊 下 の スペ ー ス に 、 ス ポー ツや コ

ンテ ス トで受 賞 した とき の トロ フ ィ

ー や 賞 状 を飾 っ て あ っ た
。 そ の上 の

た れ ま く に ス ク ー ル モ ッ ト ー

「DevelopingLeadersforThe

RenaissanceofNewYork」 カミ掲 げ ら

れ て い る。
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壁に描かれた子どもたちの絵。か

なり極彩色で、 日本の小学生の絵 と

比べると構図がユニークで、色彩も

カラフル とい う印象を受けた。
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NYの ルネ サ ン ス ・チ ャー ター ス クV-…ル を訪 問 して

こ れ は 廊 下 の 掲 示 で あ る。 今 月 の

「が ん ば りま し た 賞 」 の よ う な 掲 示

を や っ て い た 。 た と え ば 、respect,

honesty,perseverance,responsi

bility,positiveattitude,

citizenshipな ど そ れ ぞ れ に お い て 、

頑 張 っ た 児 童 生 徒 を 、 毎 月 「今 月 の

生 徒(studentofthemonth)」 の 形

で 表 彰 して い る ら し い 。

磯欝
㌃ ◎講1撫i癖 篶!勢磁灘擁

④ 在校生へのインタビュー

今回は、在校生(高 校3年 生)か らも直接学校生活について話を聞くことができた。彼女はプ

レスクールからこのRCSに 通い、今年で12年 目を迎え、同年9月 には大学進学も決まっていた。

彼女は、自分の兄弟も同じRCSに 通っていることや、RCSの 教員は、支配的 ・抑圧的 とい う

よりは、生徒の主体性 を尊重し、個性を伸ばしてくれるという民主的な態度を持っていると印象

を語ってくれた。その後、数人の教員にもインタビューする機会を得たが、彼 らは自分の子 ど

ももRCSに 入れるなど、RCSの 教育理念に賛同し、そのカリキュラムを高く評価 している様

子がうかがえた。

3、 まとめ

今回のRCSの 見学の主要な目的は海外における創価教育の実践的側面からの検証であった。

牧口の創価教育の思想がどのように解釈され、どういった側面において体現化されているのかに

着目して学校見学をおこなったが、以下のような観点が見出された。

まず、実際にRCSに おいて見られた風景 としては、特に地理に関する授業づくりに独創的な

部分が見られた。多 くの教室で世界地図が張られていた り、児童生徒が世界の山や川について調

べ学習をしている展示が見 られた。また、校内の掲示や表彰についても、随所にモットーが掲示

されるなど、RCSの スクールモットーである 「DevelopingLeadersforTheRenaissanceofNew

York」 を子 どもたち一人ひとりに啓蒙する工夫がなされていると感 じられた。加えて、屋上のス

ペースで植物を栽培した りと、ブラジルの牧ロプロジェク トにも見 られるような情操教育の一端
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を見ることができた。実際の授業風景を見学させてもらう機会にも恵まれたが、子どもたちは互

いに協力 し合いながら一つのプロジェク トを進める姿を目にすることができた。 もともとはデパ

ー トであった5階 建てのビルを学校 という形にしたことで、屋外でのプレイスペースなどを取れ

ないとい うデメリットもあるが、体育館のような屋内練習場があり、そこで子供たちは運動をす

るなど、体育の授業時間も十分にとっていた。

① 校長へのインタビューを通 して

今回は、短時間ではあるが校長先生に直接話を伺 うことができた。校長の トレイシー ・ゴーテ

ィエ氏はとてもフレンドリーな女性で、RCSに ついて、特に生徒の リーダーシップが素晴 らし

く伸びてきているとい う話をしてくれた。どのような人材を育成するかとい う点について、教員

たちが 「Globalcitizen(地 球市民)」 とい う意識を持って教育を始めたところ、この数年で生徒

の自覚がだんだん高まってきたと述べていた。見学の際の写真でも紹介したが、校内の掲示に、

勉強や生活習慣、スポーツや学習態度などに関して今月頑張った人を表彰するコーナーを設けて

おり、それを掲示することによって、子 どもたちの意欲や士気が高まったとい う話 もあった。

ゴーティエ校長は、教師が高い教育水準を保持 した うえで、RCSの 特色のひ とつでもある

humanisticeducationの 概念をどのようにして教育カリキュラムに導入していくのかという問題、

また生徒たちの 「幸福」のために教師が何ができうるのかについて、 日々模索しながら実践を重

ねていると語ってくれた。チャータースクールとい う、カリキュラムや学校の運営方針について

自由裁量が認められる学校だからこそ、高い自治と説明責任(accountability)が 求められる。

いわば、それは保護者 とのtrade-off(取 引)で ある。保護者もRCSに 対して高い期待を持って

子 どもを入学 させている以上、学校側 としては常に一定の教育成果(子 どもの学力向上のみなら

ず、人格的側面の育成に関しても)を あげることが必要とされている。ゴーティエ校長は、保護

者 との関係を良好に保っよう努めており、RCSと 保護者の関係は常に 「win-winの状況」にある

と主張していた。RCSの 目的は、「身体的にも精神的にも健康で、能力的にすぐれているだけで

なく、社会正義や親切心にあふれた、いわば全体人間であり地球市民」を育成することに主眼が

置かれており、「私たちRCSの 教員は、当校に子 どもを入学させることは、未来における最良の

投資になると信 じている」と語っていた。

② 創価教育の実践的側面とは

最後に、ジョフィー博士との創価教育、またアメリカにおける学校教育の動向やニュー ヨーク

州の教育事情に関する対話や、見学当日の彼へのインタビューをふまえた うえで、創価教育(価

値創造の教育)の 実践的側面にっいて思索を深めていきたい。彼は、RCSに おいてどの程度牧

口の教育理念が反映されているかについて以下のように語っていた。牧ロプロジェク トに関して

は、学校全体をあげてやっているとい うよりも、意識のある何人かの教員が携わっているという

状況だそ うである(こ れはジョフィー博士が、RCSが 単に 「牧口先生の学校」「創価教育の学校」
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だとい う誤った認識を持たれることを避けるため、最初に指摘した点であった)。次に、彼はRCS

における他の学校 と異なる大きな特色の一つでもある、牧口が強調 していた 「地域社会との連携

の重視」の視点を基盤に作られたカリキュラムについて言及 した。先にも述べたが、RCSの あ

るニューヨーク州についての研究 ・学習を、教科を超えた総合学習のような形で中心的なカリキ

ュラムに据 えて、プロジェク トベースの学習方式をおこなっているそ うである。 また、RC

Sは 学力的にも人種的にも多種多様な背景の児童生徒を受け入れる方策を取っており、その意味

で、門戸を大きく開いた庶民のための教育機関であることが示唆 された。

さらに、ジョフィー博士は本来のチャータースクールの意義は、学校制度の脱中央集権化にあ

ることを指摘 しながら、RCSに はある種の独 自性や 「創造性」が求められていると述べた。こ

れこそ、牧口の価値創造の理念を存分に発揮できる土壌ともいえる。加えて、RCSに おける教

師 は、単 なる教育者(teacher)と い う側 面だけではな く教 育 におけ る最前線 の実践家

(practitioner)で あり、研究者(researcher)と いう側面をも併せ持つべきであると主張して

いた。この教師観は、牧 口が 『創価教育学体系』で理想的な教師の姿としてあげられる 「教育技

術者」⑯ の概念にも関連付けられるといえよう。

ジョフィー博士はRCSの 今後の課題として、以下の三点をあげていた。一つには、この価値

創造の教育を小学校から、中学、高校、大学教育に至るまで、すなわち異なる発達段階に適応し

うる形で応用していくこと、そ してその方法を開発 していくことが必要であると述べていた。二

っには、子ども一人一人の 「創造性」を育むためには、どのような教育が必要なのか、その新 し

いパラダイム(規 範)を 構築すべきであると指摘 していた。最後に、池田の教育提言(17)に もあ

るように 「社会のための教育ではなく、教育のための社会」とい う信念をRCSの 実践や教育成

果を通 して、社会により啓蒙 していくことが必要だと主張していた。今回のRCS見 学を通 して、

初等 ・中等教育における創価教育の実践的側面の一端を垣間見ることができたといえるが、創価

の教育哲学の実践的側面についての学術的研究は、 日本においてもまだ十分になされていない分

野といえる。その意味で、今回の調査はアメリカにおける創価教育がどのように現地の教育風土

や社会文化的文脈に適応する形で実践に移 されているのかを知る一っの契機になった といえるの

ではないだろうか。筆者にとっては、 繋 、.。、.一

酬 の創価鞘 にふれることのできた 灘 。購_羅 麹 麟 籔
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(16)牧口常三郎 『牧 口常三郎全集 第六巻 創価教育学体系(下)』 、1983年 、第三文明社。「第三篇 教 育

技術論」を参照。

(17)池田大作 『教育提言』、2001年 、創価 学会広報室。
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